
サイエンスチャレンジ岡山2026 

兼 第16回科学の甲子園全国大会 岡山県予選 

実施要項 
 

１ 目 的  科学に興味関心が高い高等学校等の生徒が、団体で協力して科学技術・

理科・数学等における複数分野の競技に取り組むことを通して、科学に

関する更なる興味関心の高揚及び学力の向上を図る。 

 

２ 主 催  岡山県教育委員会 

 

３ 協 力  岡山ＳＳＨ成果普及委員会  

 

４ 大会運営   サイエンスチャレンジ岡山実行委員会 

 

５ 期 日  令和８年１０月３１日（土） 

 

６ 場 所  就実大学 体育館 等 

         （岡山県岡山市中区西川原１－６－１） 

 

７ 内 容  学校ごとにチームをつくり、各出場チームが競技ごとに定められた複

数人からなる競技チームを構成し、当該競技チームが問題等を分担、相

談するなど協働して成果を創出し、その成果を競い合う。 

 

８ 参加条件  

（１）県内の高校第１学年、第２学年の生徒（中等教育学校後期課程及び高等専門学校に

あっては同年次の生徒又は学生）であること。 

（２）同じ学校の生徒６人～８人でチームを構成すること。 

（３）各校２チーム以内とする。 

（４）参加する生徒が在籍する学校の教員が必ず引率すること。 

（５）参加する生徒が在籍する学校から、引率者とは別にサイエンスチャレンジ岡山実行

委員会に教員１名を大会の企画、運営のために派遣すること。 

 

９ 参加費用   無料 

         ただし、交通費や昼食代などは自己負担とする。 

         練習用の材料費等は支給しない。 

 

10 参加申込  

（１）参加を希望する学校は、校長の了承のもと、「参加申込書」を所定の方法で提出する

こと。 

（２）申込期限  エ ン ト リ ー：令和８年５月１９日（火） 

        参加メンバーの登録：令和８年９月１８日（金） 

 



11 競技の種類 

  大会競技は筆記競技と実技競技とし、詳細な競技規定は別に定め、参加校に連絡する。 

（１）筆記競技＜１競技 競技者数６人／１競技＞ 

   筆記競技は、理科、数学、情報の中から、知識を問う問題及び知識の活用について

問う問題で競うものとする。なお、教科・科目の枠を超えた融合的な問題も出題され

得る。 

（２）実技競技＜３競技 競技者数３人～６人／１競技＞ 

   ものづくりの能力、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力等を用いて

課題を解決する力を競うものとする。 

 

12 順 位 決 定 

  競技ごとに順位による得点を与え、得点の合計により総合順位を決定する。 

 

13 「第16回科学の甲子園全国大会」出場校 

  科学の甲子園全国大会は、文部科学省が推進する次代を担う科学技術人材の育成に関

する施策の一環として、国立研究開発法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）が開催する科学

の競技会で、高等学校第１学年、第２学年（中等教育学校後期課程及び高等専門学校に

あっては同年次の生徒又は学生）に在籍する生徒６～８人が協働して複数の競技に参加

し、順位を競う。 

  サイエンスチャレンジ岡山の総合順位が１位のチームが属する学校を「第16回科学の

甲子園全国大会」の出場校とする。 

 

14 そ の 他 

（１）主催者又は主催者が取材を許可した報道機関等が競技会場において撮影した写真や

映像が、ホームページやマスコミ報道などで公開されることがある。 

（２）事前に連絡する競技内容は、予告の上、変更する場合がある。 


